
家
は
、
石
炭
で
走
る
鉄
道
に
従
事
す
る
労

働
者
を
描
き
始
め
て
い
る
。

大
戦
期
に
現
れ
た
小
山
い
と
子
の
産
業

小
説
『
オ
イ
ル
シ
ェ

l
ル
』
、
陣
峻
義
等

編
『
炭
碩
作
業
図
説
』
か
ら
は
、
国
家
戦

略
に
直
結
し
た
生
産
増
強
体
制
が
浮
か
び

上
が
る
。
「
筑
豊
文
庫
」
を
開
設
し
た
上

野
英
信
や
、
ユ
ネ
ス
コ
の
記

り
結
晶
憶
遺
産
と
な
っ
た
ヤ
マ
の
記

録
画
家
、
山
本
作
兵
衛
の
仕

事
に
も
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
が
、
よ
り

重
き
を
置
か
れ
る
の
が
井
上
光
晴
の
「
長

靴
島
」
(
日
年
)
だ
。
川
代
の
頃
、
長
崎
の

崎
戸
炭
鉱
に
い
た
井
上
は
、
底
辺
の
労
働

者
た
ち
を
〈
描
く
資
格
と
権
利
が
文
学
表

現
に
あ
る
の
か
〉
と
自
身
に
た
だ
し
た
、

初
め
て
の
作
家
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
炭
鉱
史
が
事
実
上
閉
じ
た
後
も

な
お
、
‘
消
耗
品
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
人
々

の
怨
念
を
忘
れ
ぬ
、
島
田
荘
司
『
奇
想
、

天
を
動
か
す
』
(
的
年
)
や
朝
木
撃
配
『
三

た
び
の
海
峡
』

(位
年
)
な
ど
の
小
説
の

意
義
も
、
熱
く
述
べ
ら
れ
る
。

著
者
は
炭
鉱
文
学
の
系
譜
を
な
ぞ
る
こ

と
な
く
、
資
本
主
義
社
会
の
不
条
理
の
結

晶
と
認
め
る
作
品
を
、
一
つ

一
つ
過
去
か

ら
拾
い
上
げ
る
。
具
象
に
徹
し
た
そ
の
読

み
は
、

「石
炭
の
文
学
」
に
対
す
る
必
然

の
態
度
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
人
間
の

生
の
関
係
を
強
く
問
う
て
く
る
。

。
い
け
だ

・
ひ
ろ
し
H
1
9
4
0年
生
ま

れ
。
京
都
大
名
誉
教
授
。
著
書
に
『死
刑
の
〔昭

和
〕
史
』
な
ど
。

3トp勺吋働む レトロな商 届 街や 、農村と都市を

つなぐグ リーンツーリ ズム など手法
は 様 々 だ。地 方 を元気にする リー夕、

ー た ちの熱い思いが伝わってくる。

(学芸 出版社、 1800円)

『幸福な田舎のっくりかた』金丸

弘美著人を呼び 、経済を動かす 「田

舎 力 」を求め、 全国を回って き たジ

ャーナ リストの著者が、 9か所の成

功 事例 を紹介。若者が新風を吹き込
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